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前期末考査が行われました 

 ９月９日（木）～14日（火）の平日４日間、１日あたり２～４科目のテスト

が行われました。その１週間前の９月２日（木）からは部活動も停止となり、

学校全体が「勉強に集中！」という雰囲気に包まれました。授業時間以外でも

一生懸命に勉強する生徒の姿が多く見られました。 

 このように、「やるときはやる、楽しむ時は楽しむ」という切り替えがう

まいのも花高生の長所ですね。 
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就職試験に向けて《努力》 

 ９月 16日の就職統一選考日に向けて（選考日が９

月 16 日以外の企業もありましたが）、面接練習が行

われました。本校の強みである『個別指導』を主と

して、朝の始業前や昼休み、放課後などを使いなが

ら何度も繰り返し行われました。丸暗記した内容を

ただ話すのではなく、聞かれたことに対してしっか

りと自分で考え、それをいかに相手に伝わるよう話

す（表現する）か、というスキルを磨きました。 

 最終的に、生徒たちは、面接技術の向上だけではなく、人間的な成長も見せてくれました。 

就職試験に向けて《激励》 
９月 14日（火）に「就職選考激励会」が行われました。張り詰めた

空気の中で 15名の就職希望者は、緊張しつつも覚悟を決めている様子

で、校長先生の話に真剣に耳を傾けていました。校長先生からは、「自

分の責任で社会と関わるということは、自由を手に入れることでもあ

り、可能性も広がります。ワクワクするな、楽しみだな、という気持ち

で選考に臨んでください。」と激励をいただきました。また、進路指導

課長の大谷先生からは、「面接ではうまく話せないこともありますが、

思わぬところで評価されたりもします。したがって、最後まで諦めるこ

となく頑張ってきてください。」という言葉をいただきました。そして、生徒を代表して、佐藤信さんが「これまで、就職試

験に向けてたくさん御指導してくださり、ありがとうございました。私たち一人ひとりがやれることをしっかりやってきま

す。」と決意を述べました。 
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テスト直前の様子。問

題用紙が配られ、チャ

イムが鳴るのを静かに

待っています。緊張感

が漂います。 

放課後の職員室前廊下。分からないとこ

ろを先生に質問し、教えてもらっています。 

放課後の教室。学校で、できるだ

け勉強してから帰宅します。 

朝８時前の教室。早めに登校

し、無言で勉強しています。 



 

 

２学年職場体験学習発表会 
 ９月 16日（木）に、職場体験学習の発表会が行われました。職場体験学習

については「花高通信８月号」でも紹介しましたが、７月 26・27日に２年生

37 名が 19 カ所の事業所に分かれて仕事を体験してきたものです。今回は、

その職場体験学習において実際に行った業務内容や体験することで学んだこ

と、学んだことを今後の高校生活にどのように生かしていくかなどについて、

事業所毎の 19グループに分かれて発表しました。発表はプレゼン形式で、そ

れぞれ創意工夫を凝らして作成したスライド（パワーポイント）を用いなが

ら行われました。 

《 発表内容（主に感想）の抜粋 》 

・これまで自分ができていると思っていた挨拶は、まだまだ不十

分であった。 

・敬語などの正しい言葉遣いを身につけていきたい。 

・自分からコミュニケーションを取っていくことが大切である。 

・“一つ一つ”を大切にする。“一つ一つ”に責任をもつ。 

・今後の学校生活でも、マナーを意識していきたい。 

・周りを見て行動することが大事である。 

・人を幸せにする仕事はかっこいいと思った。 

・やりがいを感じる楽しい仕事と分かり、ますますこの仕事に就

きたいと思った。 

・ドラマとはだいぶ違うことが分かった。 
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☆☆スポットライト☆☆ 

 ３年生の町田結依さんは、８月 31 日に行われた『県高校総合

文化祭 国際理解・国際協力のための高校生の主張コンクール』

に出場してきました。 

 町田さんは「国際交流は人生を好転させる」というタイトルで、

自身のオーストラリア留学や国際交流イベント参加などの経験

を通して、世界の多様性を実感するとともに自分自身や日本人に

ついての理解が深まり、また、ものの見方や価値観も変わったこ

と、さらに、何にでも挑戦してみる意識が身につき、その挑戦に

より人生が充実してきたことを堂々と主張してきました。 

私（副校長）は、ここから見る校舎の風景

が好きです。校舎自体は古く昔ながらの建物

ですが、「ザ、学校！」というたたずまい

で、とても気にいっています。広いグラウン

ド、漫画に出てくるような形の校舎、その間

にちょうどいい感じの階段、体育館、青い

空、白い雲。どれもこれもいいです！目をつ

むると、 教室からは元気な声、音楽室から

は歌声、グラウンドからは野球部の「カキー

ン！」が聞こえてきそうです。まさに、皆さ

んの青春がここにあります！ 


